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希薄海水を用いた養液土耕栽培における物質収支とトマトの品質(I ) 
田中明-三窪美香
佐賀県唐津市松南町152ぺ 佐賀大学海浜台地生物環境研究センター
Mass Balance and Tomato Quality under the Drip Irrigation with Dilute Sea Water (II) 
Akira TANAKA， Mika MIKじBO
Coastal Bioenvironment Center， Saga University， 
152-1 Shonan-cho， Karatsu， Saga 847-0021， Japan 
要旨
本研究では栽培ポットからの排水が環境汚染源となることを防止するために、排水を循環させて濯概す
ることとした。本報では循環希薄海水濯j既を行った場合の水質の変化及び、トマトの品質を調べた。 1mX
1m 深さ60cmの大型ポット(栽培槽)に、ミニトマト(商品名:ミニキャロlレ)を2007年9丹6日に
播種した。 2007年12月20日から 1リットlレあたり 100ccの海水を混ぜて希薄海水濯甑を開始し、栽培槽
の水質の経日変化を測定した。また2008年4月2日に果実を採取しイオンクロマトグラフで成分を測定
した。本研究によって得られた結巣は以下の通りである。
循環希薄海水擢i既を行った場合でも、電気伝導度を 8~ 10mS/cm以下で、管理すれば、高糖度の果実を
収穫することができる。果実をジュースにして成分を測定した結果、塩ストレス負荷段数前後、成分に大
きな変化はみられなかった。栽培槽の水質変化を試算した結果も、 1ヶ月程度循環謹概しでもトマト栽培
に大きな影響はないと考えられる。
Summary 
In this study， tomatoes were irrigated with the circulation irrigation method using dilute 
sea water to prevent the pollution of groundwater by the drainage from cultivation tanks . 
In this method the drainage water is recycled as irrigation water . The quality of water in a 
supplying water tank and the component of tomatoes juice were measured. 
Mini tomato (叫iniCarol) were seeded on September 6th， 2007 and the drip irrigation 
with dilute sea water was started in December 20th ，2007. 
In this study， following results were obtained. (1)Growth of tomatoes were normal ，when 
the electric conductivity of supplying water was controlled under 10ms/cm. (2) There was no 
change of the component of tomato juice in saline irrigation start and after the start. The 
calculated results show that there is no change of the water stress of the supplying water 
after one month saline irrigation. As a result the circulation irrigation system is effective 
and practical. 
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プによって給水槽(栽培槽と閉じサイズ)に良し、
循環擢概した(図-1)。濯水方法は、マイクロ
チューブポンプを用いて、毎日午前6時から午
後18時まで点滴濯水した。瀧水量はトマト 4本
に対して一日あたり約10リットルであった。施
肥は、大域A処方(大塚ハウス 1号:大塚ハウ
ス2号=3:2、大塚化学株式会社)とした。
給水楠の水位及び栽培槽の物資濃度を適宜測定
した。
2007年12丹20尽から 1リットルあたり
100ccの海水を漉ぜて希薄海水濯甑を開始した。
この時、開花した花が目立つが、まだ結実して
し、ない段数(塩ストレス付加段数)はトマトA1
では5段， D3では6段であった。 2008年3月
5日にトマト果実の直径、重さ、糖度を測定した。
また2008年4月2日に果実を採取し、果実に
生体重 (30グラム程度)の5倍の水を加えて粉
砕しジュース状にした後、フイ lレターを用いて
漉過し、櫨過液を33倍に希釈したものを試料と
した。これをイオンクロマトグラフで成分を測
定した。
i明・三窪
(1)芭的
本研究では唐津市周辺地域における特産農作
物の開発を目的とし、希薄海水濯i既手法の確立
を図ってきた。
前報(田中・三窪 2007) において、 トマト
l 本あたり日瀧水量を 4~5 リットルとした場
合、 j産i既による物質の供給量に比べて植物によ
る吸収量、砂層による貯留量、吸着量、溶出
は少なく、排水中の物質濃度は植物による吸水
量の分だけ濃縮されることがわかった。
希薄海水濯i既による排水は環境汚染の原因と
なる可能性があるので、栽培ポットからの排水
を可能な限り少なくする必要がある。栽堵ポッ
トから常に排水が見られる程度の強度で瀧水し
た場合、日瀧水量に比べて日蒸発散量は小さい
ので、 ?tYff.水された水はほとんどが排水されるこ
とになる。そこで、ポットからの排水を鱈環さ
せて濯概した場合、 トマトの生育に支障がない
か調べることとした。この循環謹瓶方式が可能
であれば、排水量はゼロとなるので環境を汚染
することはない。
本報では循環希薄海水謹淑を行った場合の水
質の変化及びトマトの品質を調べることとした。
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(3 )水質変化に関する実験結巣及び考察
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(2 )実験方法
栽培槽給水槽
|玄1-2に10月からの給水層の水位と電気伝導
度の変化を示す。海水濯i既以前は水位が減少し
でも、電気伝導度はあまり増加しなかったが、
2007年 1月20日の海水謹甑開始後は、水位が
減少するに従って電気伝導度は顕著に増加した。
給水槽の水質を測定した結果(図 3) を見
ると、 Na以外は特に増加する傾向は見られな
かった。電気伝導度及び、Naの上昇は塩ストレス
を増大させることになるが、 トマトの生長には
特に目立った影響はみられなかった。そこで、
循環希薄海水瀧溜装置
1mXlm 深さ60cmの大型ポット(栽培槽)
に、ボラ土を詰めて表面の10cm程度の隠さに砂
を敷き詰めた。ミニトマト(商品名:ミニキャ
ロル)を2007年9月6日に播種し、適宜間引き
して、 4本 (No.A1，B4うC6，D3) を仕立てた。
またオンシツコナジラミの虫害を防ぐために、
0.2mmのネットでカバーした。
j謹水量は栽培槽からの排水が昼間もみられる
程度の強度とし、排水はマイクロチューブポン
闘-1
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本研究では、給水槽の水のすべてが使用尽くさ
れるまで、j寵甑に使用した。
栽培槽の容量にもよるが、本実験の給水槽の
規模であれば、冬季で 1ヶ月程度は循環使用し
でもトマトの生長には大きな影響はないように
思われる。
前報では、希滞海水瀧i既を行った場合の電気
伝導度は10mS/cmで、あり、この場合トマトの生
脊は次第に悪くなった。本報の実験では枯死す
るほどではなかったので、実際に栽培する場合、
限界電気伝導度8~ 10mS/cmで、管理すれば良
いようで、ある。
ただしあまりに高濃度の希薄海水濯瓶を行っ
て栽培すると、 トマトの果実の生育は良女子であ
るカ人 t亙立崩に小さくなるので、白標をどのよう
に設定するのが適当かあらかじめ検討しておく
必要がある。
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図-3 給水槽の水賓の変化
(4)品質変化に関する実験結果及び考察
トマトの糖度と直径の関係を図-4に示す。
A1のトマト果実は、最高で、糖度は20となり、
非常に高糖度であり、しかも果実は正常に生育
していた(写真)。
国-5に示すように段数毎のA1トマト果実の
平均糖度をみると塩ストレス負荷数の5段とそ
の後の6段の糖度が他の段数に比べて高い。し
かしD3のトマト果実では、糖度は高いが段数に
よる糖度の遠いは明確ではない。この違いの原
因は現在のところ不明である。おそらく光条件
の違いによるものと思われる。
図 61こB4トマトとC6トマトの二本のトマ
トジュースの暢イオンの割合を示している。記
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図-4 トマト累実の麗径と糖度
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段数
掴-5 A1トマトの段数と平均糖度
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号の最後の数字は段数を示している。大、小は
同じ段数の比較的大きなものと小さなものとに
分けたことを示している。塩ストレス負荷段数
はB4で6段、 C6で3段である。負荷前後で成分
の割合に大きな変化はなく、海水を濯減しでも
トマトジュースの成分の大きな変化はみられな
いようである。
図ーアにNaCli農度と電気伝導度及び、pFfl直と
の関係を示している (UnitedStates Salinity 
Laboratory Staff 1954)。
また、図-8はNaClの流出率を変えた場合の
栽培槽のNaCl濃度の変化を試算した結果であ
る。ここでは栽培槽の水量は500リットル、最
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初のNaCl濃度は3000ppmとし、日蒸発散量は
8リットル(トマト 4本)とした。 NaClの流出
率によって栽培槽のNaCl濃度の変化の様子は異
なるが、流出率0.97~ 1.0で、 NaCl濃度は増
加するが、それ以下の流出率の場合は増加しな
い。!盟-2に実験における電気伝導度の変化を
示しているが、希薄海水濯甑開始後 1ヶ月で、
電気伝導度が6から8mS/cmにわずか増加した。
また流出率l.0の場合において 1ヶ月後にpF値
は3.9に増加する。
いずれにしても、循環瀧概しでも急激に濯概
水の塩分濃度が高く上昇することはなく、水管
理、塩分濃度管理を適正に行えば、 トマトの生
育に与える影響は少ないと考えられる。
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(5)あとがき
本研究によって得られた結果は以下の通りで
ある。
1 )希薄海水濯瓶による排水が環境を汚染す
る可能性がある場合、排水を循環して箆
用することによって、環境汚染を防止す
ることが可能である。
2)循環希薄海水濯慨を行った場合でも、電
気伝導度を 8~ 10mS/cm以下で、管理す
れば、高糖度の果実を収穫することがで
きる。
3)今回の栽培実験では糖度20近くの非常に
甘いトマトが収穫された。
4)果実をジュースにして成分を測定した結
果、塩ストレス負荷段数前後、また濯i既
水への海水混入を停止した後、成分に大
きな変化はみられなかった。
5)栽培槽の水質変化を試算した結果も、 1ヶ
月程度楯環謹概しでもトマト栽培に大き
な影響はないと考えられる。
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